
「地球温暖化問題と、その解決手段であるCCUSを

考える！ ～大分コンビナートでの事例を交え～」

２０２５年

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

サーキュラーエコノミー部 大城 昌晃 氏

主催・お問い合わせ先

大分大学 理工学部 先端技術・GX研究センター
Tel：097-554-7822 Mail：bundai-gx@oita-u.ac.jp

５月８日 １４：００～１５：３０
参加
無料

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

サーキュラーエコノミー部

グリーンイノベーション基金 CO2分離回収 プロジェクトマネージャー

大城 昌晃 氏

高校生の頃から、地球温暖化問題に関心があり、技術の力で、温暖化問題に貢献したいと思い、

2005年に総合エンジニアリング企業に入社。入社後、CO2排出量の少ないエネルギーである

LNGのプラントの設計業務に従事。利用時にCO2を排出しない水素エネルギーの業務を希望し、

2016年に水素事業部に異動。世界初となる水素の国際間輸送業務を担当。2022年より、現職。

CO2分離回収技術は、2050年のCO2ネットゼロを達成するために必要な技術と言われており、

その技術の社会実装を進め、温暖化を防止するため、日々、奔走中。別府鶴見丘高校卒。

大分大学 理工1号館 第1会議室 （旦野原キャンパス）

本学教職員、学生、企業の方、自治体の方

会 場

対 象

下記WEBフォームまたはQRコードから、

開催日の前日までにお申し込みください。

申込方法

https://forms.gle/vQG6ruDiukE7MQnV6

講 師

木
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